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一 般 質 問 一 般 質 問

下
福
岡
地
域
に

　
　

水
害
避
難
道
路
を

40
年
近
く
待
望
さ
れ
て

い
る
旧
福
岡
高
校
西
側
、
市

道
第
６
６
７
号
線
の
進
捗
状

況
と
、
県
道
と
の
交
差
部
分

の
安
全
対
策
は
。

幅
６
ｍ
、
全
長
３
０
０

ｍ
の
整
備
で
、
小
型
車
の
交

互
通
行
が
可
能
。
県
道
交
差

部
分
は
路
面
標
示
と
車
幅
制

限
で
安
全
を
図
り
、
平
成
27

運
動
公
園
と
し
て
最
も
ふ
さ

わ
し
い
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
施
設
の
老
朽
化
対

策
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
に
公
共
施
設
整
備
基
金

を
積
み
立
て
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
す
る
際
に

は
、
新
た
な
基
金
の
あ
り
方

も
検
討
し
た
い
。

旧
上
福
岡
プ
ー
ル
を 

解
体
し
跡
地
活
用
を

旧
上
福
岡
プ
ー
ル
を
休

止
し
て
丸
８
年
が
経
過
し
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
。

防
犯
上
も
解
体
が
望
ま
し

い
。
跡
地
活
用
を
。

プ
ー
ル
解
体
及
び
そ
の

後
の
整
備
計
画
は
、
地
盤
調

査
な
ど
詳
し
い
調
査
が
必
要

な
状
況
。
運
動
公
園
に
ふ
さ

わ
し
い
整
備
の
方
向
性
を
検

討
す
る
。

水
道
事
業
の
維
持
管
理

水
道
事
業
は
料
金
収
入

で
賄
う
独
立
採
算
が
原
則
。

平
成
25
年
度
末
で
給
水
原
価

１
３
４
・
０
１
円
／
㎥
、
供

給
単
価
１
１
１
・
８
１
円
／

㎥
と
な
っ
て
お
り
、
１
㎥
当

た
り
２
２
・
２
円
の
逆
ざ
や

の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
は
人
口
増
に
よ
り
加
入
金

等
の
収
入
で
収
支
の
均
衡
を

保
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
地

震
発
生
時
に
人
命
や
社
会
経

済
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

耐
震
性
が
低
い
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
等
の
、
老
朽
管
の
更
新

事
業
に
費
用
が
必
要
と
な
る

の
で
は
。

老
朽
管
の
更
新
は
、
費

用
が
高
額
と
な
る
大
口
径
の

管
渠
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

給
水
原
価
が
供
給
単
価
を
上

回
る
逆
ざ
や
の
状
態
が
続
い

て
お
り
、
安
定
し
た
水
道
事

業
を
継
続
す
る
た
め
経
費
の

削
減
に
努
め
る
。
継
続
困
難

な
場
合
は
、
料
金
の
改
定
を

お
願
い
す
る
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。

所
が
あ
れ
ば
補
修
を
さ
せ
る
。

旧
埼
玉
県
大
井
教
職
員

住
宅
跡
地
の
利
用

旧
埼
玉
県
大
井
教
職
員

住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
利

用
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市

と
し
て
こ
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

こ
の
施
設
に
つ
い
て
、

県
か
ら
買
い
取
り
希
望
の
打

診
が
あ
り
、
都
市
公
園
用
地

と
す
る
方
向
で
話
し
合
っ
て

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

　
　

早
期
導
入
を

災
害
時
は
避
難
所
と
な

り
、
平
常
時
は
会
議
室
と
な

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
を
導
入
す

べ
き
で
は
。

関
係
部
署
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
た

研
究
を
進
め
る
。

新
設
バ
ス
路
線
の

　

停
留
所
等
の
協
議

ふ
じ
み
野
駅
東
口
と
、

ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
を
結
ぶ

新
設
バ
ス
路
線
の
停
留
所
等

の
協
議
に
つ
い
て
は
。

市
内
に
停
留
所
の
計
画

は
な
か
っ
た
の
で
、
市
で
は

２
ヵ
所
の
設
置
を
要
請
し

た
。
事
業
者
か
ら
は
1
ヵ
所

設
置
す
る
回
答
が
得
ら
れ
て

い
る
。

溢い
っ
す
い水の

危
険
性
は

元
福
岡
地
域
に
設
置
さ

れ
る
排
水
ポ
ン
プ
等
の
効
果

と
、
江
川
都
市
下
水
路
か
ら

の
溢
水
の
危
険
性
は
。

逆
流
防
止
弁
に
よ
り
江

川
都
市
下
水
路
か
ら
の
逆
流

を
防
ぎ
、
内
水
を
一
時
貯
留

し
た
ピ
ッ
ト
か
ら
強
制
排
水

す
る
。
ま
た
近
年
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
等
に
よ
り
溢
水
し
た
例

は
な
い
。

「
平
和
都
市
宣
言
」
の

懸
垂
幕
を

平
成
27
年
は
平
和
都
市

宣
言
か
ら
５
周
年
。
市
役
所

に
懸
垂
幕
を
設
置
し
て
は
。

庁
舎
整
備
の
環
境
が

整
っ
た
段
階
で
検
討
し
た
い
。

　住
民
生
活
を
守
る 

　

  

…
環
境
整
備

　安
全
な
ま
ち
へ 

　
　
　…

防
災 旧教職員住宅

公
民
館
の
利
用
権
利

公
民
館
は
社
会
教
育
施

設
と
し
て
、
経
済
的
条
件
に

よ
っ
て
利
用
で
き
な
い
人
が

い
て
は
い
け
な
い
。
市
民
の

学
習
す
る
権
利
を
無
条
件
で

保
障
す
べ
き
で
は
。

公
民
館
は
教
育
機
関
と

し
て
、
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
公
共
施
設
で
あ
る
。
未
来

政
策
会
議
で
の
受
益
者
負
担

の
論
議
は
参
考
に
す
る
。

旧上福岡プール

い
る
。
今
後
、
県
と
必
要
な

協
議
を
進
め
、
地
域
の
要
望

も
受
け
な
が
ら
公
園
の
計
画

を
進
め
て
い
く
。

ふ
じ
み
野
高
校
周
辺
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

ふ
じ
み
野
高
校
周
辺
地

域
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の

た
め
上
下
水
道
な
ど
の
生
活

基
盤
と
な
る
施
設
整
備
が
手

つ
か
ず
の
状
態
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
整
備
促
進
の
考

え
は
。こ

の
地
域
は
、
市
街
化

を
抑
制
す
べ
き
区
域
の
た

め
、
面
的
整
備
を
は
じ
め
公

共
下
水
道
と
い
っ
た
都
市
施

設
の
整
備
が
現
状
で
は
難
し

い
。
区
域
全
体
で
は
な
く

個
々
の
事
案
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
対
処
し
て
い
き
た

い
。

め
に
電
光
掲
示
板
の
設
置
を
。

防
犯
カ
メ
ラ
付
き
自
動

販
売
機
の
導
入
に
あ
た
り
、

駅
前
周
辺
へ
の
設
置
も
含
め

て
検
討
す
る
。
電
光
掲
示
板

に
つ
い
て
は
、
設
置
場
所
や

費
用
面
の
課
題
も
あ
る
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

地
区
計
画
で

　
　
　

防
災
意
識
の
向
上
を

国
に
お
い
て
、
地
区
防

災
計
画
の
策
定
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

自
分
の
住
む
地
域
を
知
る
こ

と
の
取
り
組
み
は
。

住
民
自
ら
取
り
組
む
こ

と
が
、
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
市
と
し
て
、
策

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
示
し
て

い
く
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
で
自
主
的
な
取
り
組
み

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。

総
合
防
災
訓
練
の
課
題

３
回
目
の
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
が
、
今
後
は

市
民
の
参
加
意

欲
を
高
め
て
い

く
の
も
重
要
で

あ
る
。
事
業
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
に
特
徴
は

あ
る
か
。

文
化
祭
な

ど
の
事
業
が
重

な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
意
見

の
ほ
か
、
自
助

の
た
め
の
訓
練

強
化
を
目
指
し
、
市
民
や
自

治
組
織
が
主
体
的
に
実
施
す

る
必
要
性
を
求
め
る
声
が
多

数
あ
り
、
検
討
課
題
と
し
て

い
く
。

市
防
災
計
画
と
自
主

防
災
組
織
の
活
動

自
治
会
・
町
内
会
が
、

地
震
・
水
害
な
ど
災
害
の
実

態
に
合
わ
せ
地
域
計
画
を
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
、
消
防
職

員
退
職
者
の
協
力
な
ど
人
的

支
援
、
財
政
的
支
援
が
必
要

で
は
。自

主
防
災
組
織
へ
の
補

助
金
増
額
を
準
備
中
。

初期消火設備による訓練

土
地
の
有
効
利
用

上
福
岡
５
丁
目
雨
水
浸

透
槽
設
置
後
の
土
地
に
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
。

施
設
の
維
持
管
理
に
支

障
と
な
ら
な
い
範
囲
で
、
ベ

ン
チ
等
を
設
置
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
た
い
。

旧
尚
美
学
園
大
学
前

　

道
路
及
び
歩
道
の
補
修

旧
尚
美
学
園
大
学
は
、

建
物
が
取
り
壊
さ
れ
宅
地
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
前

面
の
道
路
及
び
歩
道
に
損
傷

箇
所
が
生
じ
て
い
る
。
工
事

に
伴
う
損
傷
に
つ
い
て
、
開

発
事
業
者
と
の
協
議
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

工
事
完
了
後
、
市
の
立

ち
会
い
に
よ
り
損
傷
箇
所
の

検
査
を
す
る
の
で
、
損
傷
箇

年
度
中
に
完
成
予
定
。

富
士
見
都
市
計
画
の

協
議
機
関
の
必
要
性

２
市
１
町
で
構
成
す
る

富
士
見
都
市
計
画
の
協
議
機

関
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
。

都
市
計
画
決
定
等
を
す

る
場
合
に
は
、
構
成
市
町
の

一
体
性
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
他
の
市
町
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

防
災
訓
練
の
さ
ら
な
る

充
実
で
市
民
に
安
心
を

防
災
訓
練
の
様
子
を
広

く
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
に

啓
発
を
図
っ
て
は
。

市
報
等
の
紙
で
の
Ｐ
Ｒ

の
ほ
か
、報
道
機
関
の
協
力
を

得
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
庁
舎

ロ
ビ
ー
な
ど
で
も
放
映
す
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
々
の

声
を
防
災
訓
練
に
反
映
し
て

ほ
し
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
々
へ

の
情
報
保
障
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
よ
り
よ

い
活
用
が
図
れ
る
よ
う
検
討

す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者

団
体
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
課
題
解
決
に
努
め
る
。

防
犯
対
策

上
福
岡
駅
前
広
場
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
と
情
報
発
信
の
た

市民平和のつどい




